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基 研長 期 研 究計 画 ｢進 化 の力学 へ の場 の理 論 的 アプ ロー チ｣ 報告
(1990年 7月23日受理 )
標 記 の長 期研究 計 画 に基 く研究 会 は, 1990年 3月 26日 (月)か ら3月28日(水 )にか け
て の 3 日間 ,京都 大 学 基 礎物 理学 研究 所 で開 催 され た.
'86年 秋 以 来開 か れ て きた本 研究 会 の趣 旨 は, ミク ロ反 復法 則 とマ ク ロ レベルで の
非 反接 的進 化過程 との関 係 を,両 者 の フ ィー ドバ ック的 な相 互移 行 の問題 と して統 一
的 に捉 え よ うとい う ところに あ る.今 回 は, この 目標 の具体 化 に おいて概念 的 ･技 術
的 に重 要 な役割 を担 うと桝持 され る量 子情 報理 論 の枠組 に注 目 し, これ を中心 テー マ
に据 え た総 合清 拭 を,通 常 の研究 発表 と並 ぶ形 で企 画 した.
物理 学 との相互 交 流 に主眼をお きつ つ, 今後 の印 論 的 発展 の土 台 とな るよ うな基 本
的 諸 問題 を選 んで,包 括 的 な総合 報告 の形 に整 理 し直 して頂 くとい うことで,次 の よ
うな御 講演 を お願 い した :
i) 戸 田幹 人氏 [力学 系 と散逸牲 :非 可積分 系 と不 安定 性 ･非決 定性 ].
ii)甘利俊 一 氏 [情 報幾 何学 :統 計学 にお け る微分 幾何 学 的方法 ],
iii)大 矢雅 別氏 [量 子 情 報理 論 ･量 子 エ ン トロ ピー論 ] ,
iv)広 田 修氏 [光通 信 理 論 と量 子状 態 制御 ],
加 えて ,塁 子情 報理 論 の草分 けの 1人 と もい うべ きR.S.Ingarden氏 が京大 数理 解 析 研
に滞在 中で あ り,帰 国前 の慌 ただ しい 日程 を割 いて快 く御参 加頂 けた ことは意 義深 い
こ とで あ った.
｢常識 ｣的 な見 方 か らはか な り ｢偏 った｣ テー了の設 定 とい う偏 見 を生 ず る こと も
懸 念 された が, 50名 を大 き く越 え る方 々の御 参加 を得 ,基 本 テー マを軸 と して それ と
関 連 す るのriginalな研究 の発 表 や熱心 な討 論 が終 始展 開 され て, その意 図 した本 来 の
趣 旨を深 く汲 み取 って頂 けた ことは世 話人 と して大 きな感 緒 であ った.一つ 一 つ の講
塙 が全 て力 作 で あ り, 当該 領 域 の専門 家 で ない人 に もそ れ ぞ れの 内容 の重 要性 が伝 わ
る よ うな コ メ ン トが あれ ば よか ったか も しれ な いが, スペ - ス ･時間 の制約 と力量 の
限 界 もあ り,実 現 で きなか った. この点御容赦 下 さい.
最後 に, 報告 集 の刊 行 が遅 れ,早 くか ら原稿 を お寄 せ下 さ った講紡 者 の方 々並 び に
この報 告集 に期 待 を お寄 せ下 さ った読 者 の方 々 には,多大 の御迷 惑 を お掛 け しま した
こ とを心 か らお吉宅び 申上 げ る次第 です .
世話 人 (順 不 同) :大 矢雅 則 , 福 間礼次 郎 ,小 玉 英雄 ,小 嶋泉




-- 3月 2 6日 (月 ) --
戸 田幹 人 (京大理 ):カオ スの立場 か ら見 た統計 力学 の基 礎 付 け と観 測 の問題
-情 報 の授雑 さ とは ?-
上 田正 仁 ･井 元信之 (NTT基 礎 研 )･小 川哲生 (東 大工 ):連 続 測 定 に よ る光子場 の
非 ユ ニ タ リー時 間発一展 と波 束 の連続 的収縮
甘利 俊 一 (東 大工 ):情 報 微 分 幾 何学 の展望
~長 岡浩 司 (北 大工 ):量 子状態 推定 とその幾 何学 につ いて
村 木 尚文 (東理 大理 工 ):Omcontinuityorentropyofgeneralquantum states
牧 二 郎 (京大 基 研 ):測定 代 数 の拡 張 と量 子 力学 の意 味論 的整 合性
S.pascazio･立k-木 美 善 雄 (早 大理 工 ) :中性子 干渉 をめ ぐる最 近 の話題 と将 来 問題
一吸収 物 干渉実 験 を中心 に -
- - 3月 2 7 日 (火 ) --
寺 m雅 彦 (東 工大 理 ):′1/f ゆ らぎにつ いて
~保 江邦 夫 ･治 部真理 (ノ ー トル ダ ム清 心 女 子 大 ):脳 の記 憶 と場 の量子論
大 矢 雅 則 (東 坪大 理工 ):情報 力学 の数理 構造 とその応用
一量 子情 報 か ら遺 伝情 報 まで 一
広 四位 (玉川 大 工 ):光通 信理 論 の数学 的基礎 とその応用 一量 子 状 態 制御 一
明石 東 男 (相 模工 大 工 ):InformationTheoreticalMethodsof
C.-DynamicalSystems
須 鎗 弘樹 ･大 矢雅 別 (東 理 大理 工).･量 子制 御通 信過 程 に お け る誤 り確率 の最適 化
- - 3月 2 8日 (水 )--
菅 野礼 司 (大 阪市 大理 ):散逸 系 にお け る秩 序 形 成 の力学
~R.S.Ingarden(CopernicusUniv.):∫nformationdynamicsofco一mesoscopic
coTnPactSystems
都 築 俊 夫 (東 北大 理):ス ピンーボ ソ ン系 にお け る動 的補 償定 理
鈴 木 増 雄 (東 大理 ):塁 子 系 の フ ラクタル経 掲 積分 法 と量 子 コ ヒ- レンス
角野 雅 芳 ･福 田礼次郎 (慶 大 坪 工 ):マ ク ロ変 数 の運 動方 程式
野 本 和 正 ･福 田礼次 郎 (慶 大 理 工 ):有 限時 間 間隔 の場 の理論
一 柳 正 和 (阪 大 工 ):Nachlup-Onsagerのextendedentropy概念 とMori理 論 の関係
* 原稿 未 着
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